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中学校国語科における編集力を高める授業の開発 
―単元「戦争の記憶を受け継ぐ」授業の記録― 
渡邉	 光輝  
千葉大学大学院教育学研究科修士課程・お茶の水女子大学附属中学校  
 
 
	 本研究では、情報社会において必要な能力である編集力に焦点を当て、中学校国語科において編集力を高める
授業を開発し、その実践から得られた成果と課題を考察することを目的とする。授業の開発にあたり、文献研究
および編集者への調査を行い、編集力の構造を編集方針と編集技術の二つの側面で整理した。また、授業におい
ては編集方針の形成と編集技術の活用の双方のプロセスを支援することの必要性を論じた。開発した単元｢戦争
の記憶を受け継ぐ｣においては、グループで戦争体験者へのインタビュー取材を行って雑誌を編集する学習を実
践し、編集プロセスでの学習者のつまずきや実践上の課題を見出すことができた。 
	 キーワード：国語科、編集、メディア、雑誌、情報活用能力 
 
 
1.	 問題の所在	 
 
	 近年、様々な分野で編集という言葉を目にするよう
になった。編集とは、そもそもは書籍や新聞、雑誌など
を製作することを指す言葉であるが、編集という言葉の
表す意味の領域が大きく広がっている。	 
	 一例を挙げると、菅付(2012)はパンフレット、フライ
ヤーなどの広告、ウェブサイト、携帯サイト、電子書籍
などのデジタルコンテンツ、テレビやラジオなどの放送
メディア、美術展や展覧会などの人を集めるイベント、
さらにはファッション、建築、百貨店までもが編集され
るメディアとして取り上げて論じている。新しいメディ
アが生まれるにつれ、それと対応して編集という言葉の
意味領域が拡大しているというのだ。 
	 そもそも、雑誌や書籍の編集といった本来の意味合い
から拡大して「編集」*1をとらえる視座は外山(1975)、
松岡(1996)らが既に持っていたものであった。外山は編
集を本来の意味合いから拡大し、さまざまな文化をつな
ぎ合わせる統合作用として編集をとらえ、その編集の機
能を「エディターシップ」として論じた。外山は「われ
われはすべて、自覚しないエディターである。」*2と述
べ、新聞や雑誌の編集者に限らず誰しもが編集を行って
いることを述べた。それを「比喩としての編集」とし、
次のように述べている。	 
	 
	 統合の感覚は、いわば生活の中に埋没した人間
の素だというべきかもしれない。それが氷山の一
角のように姿をあらわしているのがエディターシ
ップこと編集感覚だと考える。したがって、エデ
ィターシップは出版の編集技術に限られるもので
はなく、人間の営為のすべてにかかわりをもつも
のとなる。これが比喩としての編集である。*3	 
	 
	 外山の述べる「比喩としての編集」とは、編集者が日
常行っている「全体から部分を切り取って、そういう引
用された部分に相当する原稿と原稿を盛り合わせて新
しいアンサンブルをつくる」こと*4に近い。切り取った
り組み合わせたりすることによって「部分を新しいコン
テクストの中に入れて独自の新しい効果をあげる」こと
ができる、その「統合の感覚」が「エディターシップ」
（編集感覚）であるというのだ。外山はこの「エディタ
ーシップ」が「印刷文化の出現にともなって、自覚的な
統合作用が必要となり、いわゆる編集というものが生れ
た」*5と述べている。様々なメディアの出現により、人
間がそもそも持っている「エディターシップ」としての
編集感覚が表面化してきたということなのである。 
	 外山の問題提起を受け、松岡は、人間の根底にある編
集感覚についてさらに考究するために「編集工学」を創
案した。松岡は「編集工学」において「編集は人間の活
動にひそむ最も基本的な情報技術である」*6と述べ、編
集を「該当する対象の情報の構造を読みとき、それを新
たな意匠で再生するもの」*7であるととらえた。 
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 このように外山や松岡らによって切り開かれた編集
の多様な世界と意味づけは、現代の情報社会のなかで、
さらに大きな意義を持つようになってきている。	 
  さまざまな情報を読み解き、加工し、発信する能力と
しての編集力の重要性は、新たなメディアの登場によっ
て急速に拡大している。web をはじめとする情報通信技
術の発展は、誰しもが情報の送り手として全世界に発信
することを可能にした。そのようにメディアによる発信
が容易になっている状況を、小林(2009)は「誰でもメデ
ィア」時代と呼ぶ。「メディアとは、すでに一部の特権
的な基盤のうえに成り立つものではない」。*8そして、
「『意志』さえあれば、誰でもメディアを持つことがで
きる」状況にあり、「『誰でもメディア』時代の到来は、
コンテンツを編むということだけに関していえば、『誰
でもエディター』の時代」*9であると述べている。	 
	 誰もが情報を発信できるようになったという状況は、
その反面に、膨大な情報の氾濫をひきおこし、何が必要
で、何が適切な情報であるかを見極めることが困難にな
った現状も生み出した。その情報爆発の現状において、
小林は編集の価値を次のように述べている。	 
	 
	 多くの未来の雑誌は、その本籍地を紙からウェ
ブ、あるいは他のデジタル・デバイスに移すでし
ょう。そして、情報誌的なものは、より情報更新
のフローが高くなると思われます。しかし、フロ
ーが高くなっても人間にとっての時間は有限です
から、閲覧できるコンテンツ数は限られます。そ
んななか、「なにを知るべきか、またどのような
意味があるのか」といった文脈を編むことが、よ
り重要になってくるかもしれません。情報の収集
はソフトウェアでできますが、文脈を編むために
は人間の視点が欠かせません。そのような編集の
価値がいまより高まるだろうと思われます。*10	 
	 
	 このように、情報爆発、「誰でもメディア」時代に突
入し、ますます大量の情報が氾濫していく中で、その情
報をいかに意味あるものとして文脈を編み、価値付けて
発信していくかという編集の価値が高まってきている
というのである。	 
	 さて、国語教育において、編集はどのように取り上げ
られてきたのだろうか。先行研究として、新聞や文集な
どの編集を取り上げた学習について、中学校国語教科書
に掲載された授業事例を取り上げ分析している渡邉
（2014）は、授業で取り上げられるメディアは年々多
様化してきている現状を明らかにしている。しかし、学
習では新聞などの個別のメディアに対する編集活動を
取り上げたものにとどまり、様々なメディアの編集に活
用できる編集力そのものを取り上げた実践および研究
はほとんど存在していないことが明らかになった。 
現在は、様々なメディアが生まれては消える現状にあ
る。個別のメディアだけに通用する編集力でなく、様々
なメディアに通底する編集力を取り上げ、どのようなメ
ディアの編集にも活用できる編集力を育成することが
必要である。本研究ではそのような編集力を高める授業
を開発する課題に取り組んでいきたい。 
 
2.	 本研究の目的と方法	 
 
本研究では、中学校国語科における編集力を高める授
業を開発するという目的のもと、三つの研究に取り組む。 
	 一つ目は、国語科で取り上げる編集力の要素や構造を
具体的に解明するということである。そのために、文献
研究と編集者への取材を行い検討していく。 
	 二つ目は、編集力を高める授業プランを開発し、筆者
の勤務する中学校で実践することである。 
	 三つ目は、開発した授業において、学習者はどのよう
に思考し、編集を学んでいるのか、その編集プロセスを
とらえることである。これらの検討により、中学校国語
科における編集力を高める授業の開発に有効な知見を
得ることを企図した。*11 
 
3.	 編集力の構造	 
	 	 
	 まず、様々なメディアに共通する編集力を明らかにす
るための検討をしていく。編集力の構造を明らかにする
ために、雑誌や書籍などの編集を取り上げたマニュアル
（日経デザイン，2008）を分析し、雑誌編集者への取
材を試みた。紙幅の関係でそのプロセスを詳述すること
はできないが、編集力とはメディアの中で、読者に向け
て様々なコンテンツを構成し、プロデュースする能力で
あること、その編集力には、編集方針と編集技術との二
つの側面から整理できることが分かった。 
	 編集方針には、発信メディアの吟味、コストへの見通
し、読者層の想定や、読者のニーズなどの分析、そして
コンテンツの検討が含まれる。編集方針の構成要素と、
編集者がそれを検討する問いを以下にまとめる。(表１)  
 
表１ 編集方針の構成要素とその問い 
発信メディア	 表現様式、表現方法の特徴は？	 
出版の頻度は？	 
コスト	 金銭的・時間的コストは？	 
利用できるツールは？	 
読者層	 どの範囲の読者を対象とするか？	 
（狭く深くか、浅く広くか）	 
読者のニーズは？	 
読者とコンテンツとの接点は何か？	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コス
ト
読者
層
メデ
ィア
コンテ
ンツ
コンテンツ	 何を取り上げるか？	 
どの程度の深さで取り上げるか？	 
どのような切り口で編集するか？	 
 
	 また、編集技術には、情報（テキスト）を集めるため
の収集技術、適切に整えるための加工技術、複数の情報
を組み合わせたり配列したりする構成技術の三つに大
別できることがわかった。(表２) 
 
表２ 編集技術の構成要素と編集例 
 
収	 集 
情報を選択する 
取材する 
執筆依頼する 
写真・動画を撮る 
 
 
 
 
加	 工 
【情報を減らす】 
削除する 
要約する 
【情報を書き換える】 
リライトする 
校正する 
図化・イラスト化する 
【情報を付加する】 
解説・注釈を付ける 
見出しを付ける 
 
構	 成 
組み合わせを考える 
順番・配置を考える 
デザインを考える 
レイアウトを考える 
  
 これらの検討から、編集力の構造を、「製作プロセス全
体を俯瞰、吟味する編集方針が中心となり、様々な編集
技術を活用していく力の総体である」として整理した。
（図１） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	 図１	 編集力の構造 
 
4.	 編集力を高める授業の開発	 
	 
	 前節において取り上げた編集力を高めるために、ど
のような授業デザインが考えられるだろうか。本節で
は編集力を高める授業開発の視点として、どのような
メディアに発信していくかという発信メディアの吟味、
どのような素材を取り上げていくかという編集テキス
トの検討、そしてどのように加工していくかという編集
プロセスの考察という三つの視点で開発を進めること
とした。また編集力は編集方針の形成と編集技術の活用
との二つの側面からとらえられることから、授業実践に
おいては編集方針の形成と編集技術の活用の二つのプ
ロセスを支援する授業デザインに留意することとした。	 
	 
4.1.	 開発した授業の構想	 
	 単元名	 「戦争の記憶を受け継ぐ」	 
	 実施時期	 2014 年 11～12 月	 
	 実施対象生徒	 中学 2 年 4 学級(118 名)	 
	 本単元では雑誌の編集に取り組んでいく。「戦争の記
憶を受け継ぐ」と題し、戦争体験者から当時の暮らしな
どをインタビューしたり、調査をしたりして、読者対象
である中学校の後輩たちに、戦争について考えてもらう
ための雑誌をグループで製作する。	 
	 
4.1.1	 発信メディアの検討	 
	 まず、本単元で取り上げる発信メディアである雑誌に
はどのような特徴があるのか検討する。 
雑誌は読者を惹きつけるための配慮が随所になされ
ている。雑誌の内容は、読者に向けてどのような切り口
で素材を表現するかという点に工夫が求められる。ま
た、誌面には見出しやキャッチ、写真やキャプションな
どの様々な要素を組み合わせて表現していく。雑誌製作
に取り組む際には、これらの雑誌特有の記事の取り上げ
方や、誌面の特徴をつかむことが必要である。	 
	 本単元では、そのような雑誌の特徴をつかませるため
に、雑誌編集に携わる編集者*12から協力を得た。授業へ
の助言や、現場で使用しているラフレイアウトのフォー
マット、誌面サンプル、作例の提供していただいた。	 
	 編集者 A が提供した誌面サンプルは次の 6 種である。 
 
「戦争の記憶を受け継ぐ」雑誌誌面パターン例	 
  	 A	 対談(もしくはインタビュー)	 
	 	 B	 戦争体験者に焦点を当てた記事	 
	 	 C	 有識者に聞く	 
	 	 D	 アンケート、意識調査	 
	 	 E	 ファッション(衣)	 
	 	 F	 グルメ(食)	 
	 	 G	 建築(住)	 
	 	 H	 戦時中の暮らし	 
	 	 I	 散歩、散策	 
	 	 J	 メカ(戦闘機、軍艦など)	 
	 
	 この A～J のパターンを提示し、それに対応した、紙
面サンプル(図２)を生徒に配布した。   
	 
編集方針  
編集技術	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図２	 紙面サンプル（Ａ	 対談・インタビュー）	 
 
4.1.2	 編集テキストの検討	 
	 雑誌に編集されるテキストは、戦争に関する web 記
事や学校図書館などで得られた資料、自分たちで取材し
たアンケートなどの調査、戦争に関連する資料館などの
資料、そして戦争体験者へのインタビューである。	 
	 これらのテキストを、学習者はどのような切り口で加
工し、雑誌として発信していくのだろうか。	 
	 学習者が日常接している雑誌は『ニコラ』のような中
学生向けのファッション誌や『ファミ通』などのゲーム
雑誌が多い。学習者にとって雑誌とはエンターテインメ
ント性の強いメディアとして認識されている。その雑誌
のイメージを、本単元では授業者はあえて手を入れず
に、「戦争」という内容を表現させることとした。「戦
争」という重い内容とエンターテインメント性の強い雑
誌とを組み合わせたのは、その取り上げ方に編集的な工
夫が必要となるからである。どのような切り口で迫れば
読者の中学生に読んでもらえるか、どのような表現をす
れば伝えたい内容を適切に伝えることができるか、編集
の適否によって効果が実感できると考えたからである。
調べ学習のレポートのように丁寧にまとめるだけでは、
中学生の読者にとって読みたいと思えるような雑誌に
はならない。かといって軽薄に取り上げれば、伝えたい
意図とのギャップが生じる。「戦争」という重い内容を、
読者である中学生につなげていくために、どのような切
り口でテキストを加工していくのかというのが編集の
重要な課題となってくるものと思われる。	 
	 
4.1.3	 編集プロセスの検討	 
	 編集は「戦争の記憶を受け継ぐ」という趣旨を踏まえ
てグループで企画を立てるところからスタートする。 
	 企画がある程度固まったら、ラフレイアウトとして誌
面全体の構成を検討していく。また、見出しやキャッチ、
写真やイラストなどの誌面を検討する。レイアウトを考
えていく中で、中心として取り上げたい内容は何なの
か、それを読者に向けてどのような切り口で表現するか
などを検討していくこととなる。	 
	 ラフレイアウトを描くのと並行して、インタビューの
準備も進めていく。インタビューは 4 人の戦争体験者を
対象に行うので、誰にどのような情報を引き出すことが
できそうか、編集方針に沿って事前に下調べをし、聞き
たいことや知りたいことを準備しておく必要がある。	 
	 インタビューや文献調査、そしてアンケートなどの
様々な取材活動を通して情報が集められてくるが、これ
らの情報をどの程度誌面に掲載し、どのように配置して
いくかという組み合わせや配置の力が試されることに
なる。効果的に情報を構成するために、要約をしたり、
削除をして整えたりという編集技術が活用されていく。	 
	 このように、雑誌の編集プロセスにおいては、文字や
画像などの様々な質のテキストを収集、加工、そして構
成する編集技術が活用されていく。その際に、読者層や
伝えたいコンテンツなどの編集方針を意識しながら編
集に取り組んでいくことになる。	 
	 
4.1.4	 単元の目標	 
【関心・意欲・態度】	 
	 戦争体験者へのインタビューや、それを雑誌として編	 
集することを通して、戦争体験者の記憶を受け継ぎ、次
代へ伝えていこうとする。	 
【読むこと】	 
	 雑誌を編集するために、インタビューや書籍、インタ
ーネットなど多様な方法で情報を収集し、テーマに沿っ
て情報を加工することができる。	 
【伝統的な言語文化と言語の特質に関する事項】	 
	 話し言葉と書き言葉の違い、敬語の働きなどを理解
し、インタビューをしたり記事を書き起こしたりするこ
とができる。	 
	 
4.1.5	 単元の学習計画	 
第一次	 雑誌の企画を考える(2 時間) 
	 第１時	 雑誌の企画を立てる【構成】 
	 第 2 時	 構成ラフを編集者に見てもらう【構成】	 
第二次	 雑誌を製作する(6 時間)	 
	 第 3 時	 インタビュー内容を考える。【収集】 
	 第 4 時	 戦争体験者へのインタビューを行う【収集】                                  
	 第 5 時	 編集会議を行う【構成】                      	 
	 第 6～8 時	 情報を集め、写真や文章を組み合わせる            
【収集・加工・構成】	 
第三次	 雑誌を読み合う(1 時間)	 
	 第 9 時	 雑誌の合評会を行う【収集・加工・構成】 
	 
5.	 学習者の編集プロセスの考察	 
	 
	 本節では、授業において学習者はどのように思考して
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編集を学んでいるのか、編集プロセスを考察していく。
授業記録、グループでの話し合いなどの発話記録、生徒
が授業後に記述した日誌、作品を取り上げ検討する。 
	 
第 1 時	 雑誌の企画を立てる。	 
	 授業では、まず、単元の趣旨と本時の活動内容を簡単
に説明し、企画書と構成ラフ、雑誌のサンプルを配布し
た。学習者は、企画の構成例、編集パターンをヒントに
しながら雑誌の企画を考えていった。	 
	 次の発話記録は、雑誌の編集テーマを決めるためのグ
ループ（4 人）の話し合いの様子である。 
 
【テーマ決めの話し合い】（Ａ～Ｄは学習者を表す。） 
Ａ：ねえねえ、まずグルメやりたいんでしょ。	 
Ｂ：はいはい。やりたい。	 
Ａ：とりあえず書こう、ここに。	 
	 	 (企画書の内容欄に「戦争中のグルメ」と記入する)	 
Ｃ：僕は絶対にメカをやりたい。	 
Ｂ：どうぞどうぞ。	 
Ａ：でもさ、なんかばらばらすぎない？	  
もっとまとめたほうがいいかな？	 
Ｃ：とりあえずいっぱい出しておけばいいよ。	 
Ａ：これじゃあ絶対広すぎる。 
何とかもっと深く貫けるものにする？	 
Ｂ：食べ物に絞るとか。	 
Ａ：まずテーマ決めよう､テーマ。	 
Ｂ：え？	 先にテーマ決める？	 
Ａ：うん。ねえねえ、テーマ何にする？	 
Ｃ：テーマは……「戦争中の人々の意識を対象……」	 
Ｂ：やだ。難しい。	 
Ａ：戦争中の生活！	 
Ｃ：やだ。漠然としすぎ。	 
Ｂ：みんながやりそう。もっとなんかさ……	 
Ｄ：でもメカ入れるんならもうちょっと違うテーマに……	 
Ａ：戦争中の学校ってどう？	 そこになんか、遊びでメカを入れ
るのは？	 
Ｃ：戦争中の進歩がいいよ、機械もグルメも進歩していくんだよ
。グルメも、より安くてよりうまそうに……	 
Ａ：だから、学校だったらお弁当でグルメもあるし、遊びでメカ
があるかもよ。	 (以下略)	 
 
	 本時は、雑誌の全体テーマと、各自が分担するページ
内容の決定が学習課題である。「グルメ」や「メカ」な
ど書きたいものがある学習者ほど、全体の編集テーマと
の行き違いが生まれやすい。かといって、漠然としすぎ
るテーマでは雑誌としての方向性が見えづらい。そこを
どのように調整するかという話し合いが行われた。	 
	 この話合いの様子から分かるように、各自が書きたい
内容と、それを束ねる全体テーマとでどのように折り合
いを付けるかという点にジレンマが見られた。	 
	 それぞれのグループでは、テーマの決定を二通りの方
向性から決定していく傾向が見られた。一つは、この事
例のようにそれぞれのやりたいことを出し合い、そこか
ら、それらを束ねる形でテーマを決めようとする方法。
もう一つは、最初に中心となるテーマを決めてから内容
を決定する方法。それぞれの書きたい内容が大きく異な
っている場合、中心となるテーマは広くぼんやりとした
ものにならざるを得ない。そのため、いかに他のグルー
プと違いを持たせ、切れ味の良いテーマにしていくかと
いうところで悩んでいたようだ。 
	 学習者が授業後に記入した日誌からも、テーマや内容
の設定などで悩んでいる姿がうかがえる。 
	 
 【学習者 O の日誌より】	 
   今日は雑誌で何について取り上げるかを話し合いまし
た。戦争についてなので、少し暗い内容になってしまいそ
うですが、できるだけ明るくデコレーションして、読みや
すく、しかも見やすくしていきたいと思っています。何げ
ない素朴な質問がポツポツと思い浮かぶものの、テーマと
してまとまりがなかったので全体を貫くテーマや取り上げ
る内容がなかなか決まりませんでした。先生が例にあげた
ものや、みんなが取り上げそうなもの以外の内容を見つけ
出すのが大変でした。	 
    	 
 【学習者Ｄの日誌より】	 
  今日は雑誌について学んだ。それは構成だ。内容をどう
組んでできるのか、どんなページのレイアウトにするのか
ということだ。また内容については次のように班内で検討
した。一つの主題に対して様々な面から特集するのか、特
定の面から見るのか。結局、各自好きな面から主題を突き
止めることになった。今日は先生の説明を受けたあとで話
し合いをした。話し合いでは編集長を決めたり内容や雑誌
の方向性を決めたりした。雑誌の方向性では少しもめた。
方向性によって表紙やレイアウトも変わる。空気が険悪に
なりつつあったのでヒヤヒヤしたものの無事に決めること
ができてほっと安心した。 
	 
第 2 時	 構成ラフを編集者に見てもらう。	 
	 2 時間目は編集者 A がゲストティーチャーとして来
校した。編集者 A は、まずクラス全体への指導をし、
その後、各グループを巡回して助言した。 
	 編集者 A は、全体指導では雑誌のテーマ設定の方向
性や、表紙の役割、本の開き方によって異なるレイアウ
トの違い、インタビューの生かし方と全体のストーリー
展開についてなどを話した。その後、各グループを巡回
してアドバイスをした。以下はその記録である。 
中学校国語科における編集力を高める授業の開発 
 
 93 
【授業記録	 編集者 A のグループ別指導】 
(以下、編集者＝編、学習者＝生を表す)	 
◆雑誌の表現について	 
編：最初のページはどうしますか?	 
生：遊びについてです。	 
編：これね。はい。いいじゃないですか。あとは、ここにちょっ
と簡単な戦時中の子どもの遊びについて、リードっていうんだ
けども、この本を見てもらえると分かると思うんだけれども、
簡単な導入文が入ってもいいかもしれない。	 
	 	 (雑誌の現物を示しながら説明している)	 
 これがキャッチと言われているものなんだけれども、あおり
文句みたいなものを入れてもいいかもしれない。あと本文と
いうものがあるものとないものがあるんだけれども、下にち
ょっと可能であれば、説明とまとめの文章のようなものがあ
ってもいいかなという気はします。これだけだとレポートと
いうか報告の誌面だけになってしまうので、皆さんが感じた
こととか考えたことの文章もあっても良いかもしれません。	 
    	 
◆記事の取り上げ方について	 
編：「子どもの遊び、戦時中」というテーマであれば、当時は爆
弾が降ってくる状況で、なかなか遊べない状況があっただろ
う、その中で、子供たちは工夫してこんな遊びをしていたよう
だ、今とは時代は違うけれども遊びに対する好奇心というの
は、今も昔もそう変わらないのかもしれないみたいな、そうい
う感じのまとめを入れると、まとまるかもしれない。	 
    あと、文章は右開きだったら縦文字のほうがいいかもしれま
せんね。こっちの記事は？	 
生：戦時中のお菓子です。	 
編：お菓子について調べるの？	 いいと思います。これも文字を
上に持っていって、導入文、さっき言った全体の説明文と、ま
とめの文章を入れたいかな。先に文字だけ羅列しちゃうとあれ
だから、ここに入ってもいいかもしれません。あと、さっき言
ったリードというのがあって、キャッチというものを入れて。
後は、誌面的な都合なんですけれども、今、これは文字ばっか
りになってしまう可能性があります。だから、いっぱいお菓子
の写真を入れちゃって、あとはその、お菓子のイメージカット
みたいなのを後ろに入れてもいいかもしれない。ちょっとこれ
文字が多くなりそうだから、なるべく楽しくなるように写真を
いっぱい貼りつけましょう。あとこれを大きな紙に清書したほ
うがいいですよ。というのは大きな紙に書いたときに、スカス
カになってしまうことがあるんです。そこだけ気を付けてくだ
さい。	 (本番と同じ大きさの紙に下書きをするという意味)  
 
	 このように、編集者 A は、雑誌らしい、読者を惹き
つける表現とはどのようなものであるかという視点で
アドバイスを行った。ページの開き方によって異なるレ
イアウトや、表紙の役割、雑誌で取り上げるコンテンツ
の流れやつながり、キャッチや見出し、リードなどの
様々なテキスト上の工夫、写真の活用などの誌面デザイ
ンについてのアドバイスなども行った。（図３） 
 
 
	 	 	 	 	 図３	 編集者Ａによる巡回指導	 
	 
	 編集者からの助言は、学習者たちにどのように響いて
いったのだろうか。学習者 K の日誌を見てみる。	 
	 
 【学習者 K の日誌より】	 
編集者の方に構成ラフを見ていただき、カラフルにして
興味を持ってもらえるようにするため写真を大きくして、
文章や内容が濃く見えるようにする工夫があると教えてい
ただきました。とにかく見やすい、飽きない工夫が必要な
ので、それを考えて進めていきたいです。また、1 冊にまと
まりを持たせるためにも、「まとめ」のページはとても大
切だと分かったので、班のメンバーとしっかり話し合って、
ちゃんとまとまっている雑誌にしたいです。編集者という
仕事にも憧れていて、企画をするのが大好きなので、今回
このような機会に工夫すべきところを教えていただいたり
構成ラフを見ていただいたりして嬉しかったです。	 
	 
	 K が編集者 A から学んだのは、「カラフルに」とか
「見やすい、飽きない」といった、デザイン的な要素が
大きかったようだ。また、全体として一体感のある構成
にしていくことが重要であることをつかんでいる。	 
	 「憧れ」「とても嬉しかった」という言葉にも表れて
いるように、学習者にとってプロの編集者による授業は
雑誌作りの意欲を喚起する大きな刺激となったようだ。	 
	 
第 3 時	 戦争体験者へのインタビュー内容を考える。	 
	 本時は、次時のインタビューの準備の時間とした。	 
次時のインタビューを学習者はどのような気持ちで
臨んでいるのだろうか。日誌の記述から考察する。	 
	 
【学習者 S の日誌から】	 
  今日はインタビューの質問内容を考えました。そ
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れぞれのチームで、インタビューに答えてくださる
方の対象を踏まえて質問することにしました。当時
高校生だった方々には戦争そのものに対して、小学
生だった方々には疎開中のことについて聞くこと
で、おおよその内容を踏まえられるようにしていき
たいです。インタビューする際に相手の方々の辛い
思い出を思い出させてしまうので、やわらかい言葉
で聞くことを意識したいです。	 
    	 
	 学習者の感想から、インタビューする対象に合わせて
質問内容を変化させることと、相手の心情に配慮した質
問をすることなどの意識がうかがえる。その上で、自分
の書きたい記事との関連性を考えて質問をしていくこ
とになる。単に自分が知りたいことを聞くのではなく、
雑誌を製作するため、記事にするためという視点でイン
タビューに向かう編集者としての意識が見て取れる。	 
	 
第 4 時	 戦争体験者へのインタビューを行う。	 
	 第 4 時はいよいよインタビューである。戦争体験者 4
名をお呼びして、それぞれ６・7 人ずつに分かれてイン
タビューを行っていった。（図 4） 
	 下記の質問内容例を見ると分かるように、各グループ
からの質問項目は多岐にわたった。	 
 
【インタビュー質問内容例】	 
・学校の授業内容はどのような感じでしたか？	 
・現在から見ると、教育が偏っていたなと思うことは？	 
・学校の授業で一番楽しかったのは何ですか？	 また一
番嫌いだったのは何ですか？	 
・学校の先生が兵隊として行ってしまったとき、当時の
絵日記では「万歳と言っていた」と書かれていました
が、なぜ嬉しかったのですか？	 
・疎開中に恋愛とかはありましたか？	 
・疎開中はどのような気持ちでしたか？	 
・今だから言えることはありますか？ 
	 
	 
図４	 インタビューの様子 
	 このインタビューは、学習者にどのように受け止めら
れただろうか。学習者の日誌を見てみる。 
 
【学習者 T の日誌から】	 
今日は戦争中に疎開した方にインタビューをしました。
私が予想していた答えと全然違ったので、びっくりしまし
た。また、他の人が質問をしたことの中で調べても分から
ない、そのときの気持ちも知ることができて良かったです。	 
     
【学習者 S の日誌から】	 
  今日は私たちの先輩にあたる方々にインタビューをしま
した。戦争は戦っていることしか想像できなかったのです
が、その背景にあった日本の人々の暮らしについて知るこ
とができました。私がお話を伺ったのは、当時小学生だっ
た二人でした。小学生ですら戦争という大きな社会の波に
巻き込まれて、十分な暮らしができていなかったと思うと、
とても胸が痛みました。	 
	 
	 準備していた質問ができなかったり、自分が期待して
いた回答ではない、新たな事実や予想以上の内容が得ら
れたりして、学習者にとっては驚きの取材活動となった
ようだ。また、体験者による生々しい戦争の事実は、学
習者の心を大きく揺さぶるものとなった。 
	 
第 5 時	 「編集会議」	 雑誌に掲載する内容を再検討する。	 
	 第 4 時の戦争体験者からの話は、中学生の予想を超え
る内容であったようだった。そこで、編集方針について
あらためて検討するために編集会議を行うことにした。	 
	 ある程度、得られる情報の見通しが立った今の段階
で、もう一度、雑誌の編集方針やコンテンツを再検討し
ていく。そのときに、取り上げる内容や読者像をより明
確に意識して、編集の切り口を考えるように促した。	 
	 編集会議の内容を次の発話記録から見てみよう。	 
	 
【発話記録	 編集会議】(教師＝教、Ａ〜Ｄは学習者)	 
◆雑誌タイトルの検討場面から	 
Ａ：雑誌タイトル「あなたもこうなるかもしれない」	 
Ｂ：なんか違わない?	 
教：全体として重い感じに持っていきたい?	 それとも軽い感じ
にしたい?	 方向性は決めたほうがいいよ。	 
Ｂ：この二人が書く内容は、まあちょっと面白い感じの記事で、
最後に重い内容になる。	 
教：なるほど、そうすると入り口は軽くする感じ?	 
Ｂ：最初は軽くてもいいと思う。	 
Ｃ：タイトルは軽くする？	 
Ｄ：もちろんあんなのはだめだから。	 
Ｃ：あんなのって?	 
Ｄ：ああいう女の雑誌みたいなタイトル。	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Ｃ：ああ、あれはね、ちょっと。	 
Ａ：「ツカツカ」(雑誌タイトルのこと)とか。	 
ＢＣＤ：はははは(笑)	 
Ｂ：いいじゃん。	 
Ａ：タイトルなんだから、強烈な方がいいじゃん。みんなが読む
んだから。 
 
このように、編集会議では、お互いにぼんやりと持っ
ていた編集の方向性を、話し合いによってすりあわせ、
より明確にしていくプロセスをたどっていった。	 
	 このグループでは、まず雑誌タイトルの検討から始ま
った。雑誌タイトルは雑誌全体の雰囲気を考慮しなけれ
ばいけない。お互いがどのような記事を書こうと思って
いるのか、その編集の雰囲気はどうなのか（「重い／軽
い」など）というすりあわせが行われていく。その後、
続いて行われた特集内容の検討では、取り上げたい「衣
食住」というコンテンツを、自分たちの雑誌の雰囲気や
方向性にあわせ、どういう切り口で迫れば読者に届くの
かという検討へと進んでいった。	 
	 次の学習者Ｋの日誌の中にも、雑誌のカラーや編集方
法について考え始めた学習者の姿が見えてくる。「レポ
ートのようにしない」という言葉や「どんな切り口で伝
えるか」という記述からそれらを知ることができる。	 
	 
 	 【学習者 K の日誌から】	 
	 	 インタビューの報告から。それぞれの分担の中で、どのイ
ンタビューを活用するかを決めました。同じ質問であって
も当時の年齢によって答えていただいた内容が大きく違う
ものもあり、とても奥深いインタビューができたと思いま
す。私の場合は社会全体の流行の予定でしたが、お茶小・
お茶高ならではの流行について書くことになったのでオリ
ジナル性が極められそうです。レポートのような平面雑誌
にならないように頭と考えを柔らかく使ってタイトルも内
容も決めていきたいです。	 
    	 
	 次の学習者Ｄの日誌からは、インタビューで当初予定
した内容のものが得られなかったために、再取材をした
り、編集方針を練り直したりする必要性を感じているこ
とがわかる。具体的に編集技術を活用して集められたテ
キストと向き合っていく中で編集方針が揺さぶられ、両
者が相互作用的に影響を与えあい、高まっていくことが
このコメントの記述からうかがうことができる。	 
	 
【学習者 D の日誌から】	 	 
	 今日やったことは、どんな切り口で読者に内容を伝えるの
か、雑誌の副タイトルを決めた。また、インタビューの内容
を生かせるものを選んで共有した。 
	 資料集めのために資料館に行くことにした。それぞれの雑
誌記事のタイトルは各自宿題とした。	 
	 私自身が活発に意見を出せず残念だった。特に、インタビ
ューで得たものの中で自分の記事に使うものは少ないと気
付き練り直すことが必要だと感じた。完全に全て変えるので
はなく細かいところを修正していきたい。	 
	 
第 6～8 時	 情報を集める。写真や文章を組み合わせる。	 
	 第６時以降は、それぞれの担当する誌面の作成へと進
んでいった。ラフレイアウトを考える段階では、タイト
ルやキャッチ、リードなどを考えていくことになるが、
読み手の立場に立って、誌面の構成やタイトル付けなど
を考え、工夫する姿が見られた。グループによっては誌
面に掲載する写真の撮影を行ったり、戦争資料館に行っ
たり、中学生へのアンケート調査などの取材活動に取り
組んだりするところもあった。	 
	 雑誌というメディアの特徴から、グループで各自が自
分の得意分野を生かした誌面を作り上げていくことが
可能になったようである。パソコンのスキルが高い学習
者は、それを生かしてビジュアルデザインに工夫を凝ら
した誌面を作成した。また、色紙などを敷き詰めて貼る
など手作り感溢れる誌面を作る学習者もいた。このよう
に、雑誌製作では学習者の個性が全開となって表現され
ることとなった。夢中になって取り組む学習者の姿か
ら、雑誌は学習者の表現意欲をかき立て、個性を生かす
メディアである可能性が感じられた。（図５） 
 
	 	 	 	  
図５	 生徒が作成した雑誌 
	 学習者はどのように雑誌編集を工夫していったか、
日誌から見てみよう。	 
	 
【学習者 O の日誌から】	 
  今日は小見出しをどのようにするかと、書く内容を決め
ました。小見出しを工夫して、中学生が読みやすいように
しました。私たちはインタビュー欄は作らず、各ページに
ちょこちょこと載せていく予定なので、他のページと内容
が重ならないように気を付けました。 
	 
	 雑誌ではインタビューがメインのコンテンツとな
る。そのインタビューの内容を誌面にどのように生かそ
うかということで、それぞれのグループで試行錯誤が見
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られた。O のグループではインタビューを誌面の中に部
分的に複数織り込んでいくことにした。このように、イ
ンタビューを様々なコンテンツの中に織り込ませてい
くグループ、インタビューを中心的なコンテンツに持っ
てくるグループなど、取り上げ方の違いが表れた。	 
	 
【学習者 S の日誌から】	 
構成ラフが大体仕上がってきました。文字だらけになら
ず、でも誌面が写真だけでスカスカにならないように意識
をして取り組みました。タイトルも、私なりにオリジナル
性が出せたと思うのでよかったです。写真でなくても絵で
も大丈夫でしょうか？	 また字の大きさも本物の雑誌くら
いなのか、それとも手書きを踏まえた大きさなのか考えて
いるところです。キャッチやリードも中学生らしさを出せ
るように考えています。読者の対象と同じ歳だからこそで
きる魅力も突き止めたいです。	 
	 
	 また、このＳの感想に見られるように、文章だけでな
く、写真やタイトルなどとのバランスを考えてどのよう
に誌面を構成していくか、デザインに対する意識も生ま
れてきた。そのデザインへの意識が「読者」に向けてな
されていることが分かる。	 
	 雑誌の製作は 8 時間で終了した。しかし、ほとんどの
グループは 8 時間では終わらずに課外での作業となっ
てしまった。仕上げ段階では予想以上に時間がかかって
しまい、授業時間内だけでは終わらなかったのは授業計
画の反省点の一つである。 
	 
第 9 時	 雑誌の合評会を行う。	 
	 雑誌の製作が終了した段階で、その作品を相互に見合
い、学習を振り返るために雑誌の合評会を行った。 
	 まず、どのような観点で製作した雑誌を評価するか、
評価観点をクラスで共有していった。その後、自分が選
択した観点で自己評価し、さらに他のグループが製作し
た雑誌を相互評価していった。他のグループの作品を一
通り読み終わった段階で、最後に、この学習の成果を振
り返った。 
  
【あるクラスで考えた｢良い雑誌｣の評価観点】 
	 【コンテンツに着目した観点】 
    	 興味深い内容がある 
    	 読みながら楽しめる	  
    	 テーマがしっかり伝わる 
    	 内容がかたよっていない	  
    	 自分の知りたい情報が見やすい	  
    	 オリジナリティーがある     
   【文章表現に着目した観点】 
    	 文章の量が適当	  
    	 文章に説得力がある	  
    	 見出し・キャッチコピーが効果的 
    	 内容がよくまとまっている	  
    	 何を伝えたいかがはっきりしている 
     
   【レイアウト・デザイン面に着目した観点】 
    	 表紙が目を惹く	  
    	 写真や絵・図やグラフが使われている 
    	 全体のバランスがよい 
    	 レイアウトが分かりやすい 
 
	 このように、学習者が自ら設定した評価観点を見る
と、雑誌の文章表現だけでなく、レイアウトやデザイン
面、取り上げるコンテンツに対する評価など、様々な観
点で雑誌の編集をとらえていることが分かる。 
	 学習を終えて、学習者はどのようなことを学べたと実
感しているのだろうか。あるグループでは、雑誌を仕上げ
たときの思いなどを「スペシャル対談」として雑誌に書き残し
ている。ここから、学習者たちがどのような意識で雑誌の編
集に取り組んできたかが分かる。 
 
【雑誌編集者たちによるスペシャル対談】 
Q「どんなことが一番大変でした？」 
K「どうしたらインパクトがあって、ありきたりにならないようにするか。」 
Y「そうそう。あとは資料集めとか。ファッションはさ、なかなか資料がな
いので。探すのに苦労しました。」 
S「私は、デザインを考えることかな。中学生の目を惹くってどんなの? 
みたいな！」 
Q「雑誌づくりで一番大切なことは?」 
S「うーん……やっぱり読者の目線になって考えることですかね。」 
イ「確かに。簡単そうで、作り手になってみると、意外と難しかったり…
…。自己満足にならないよう気を付けないと。」 
K「キャッチコピーやレイアウトなど読者の心をつかむことですかね。」 
イ「読者の心をつかむこと。」 
Y「計画性！ 計画性を持って取り組むことですね。計画を持って取
り組まないと後で後悔することをこの雑誌作りで学びました。」 
S「確かに。雑誌は商品だから間に合わなかったじゃすまないし。」 
K「それに、商品の雑誌は月 1 のペースで出ているの多いよね。あの
クオリティーとあの量って、やっぱりプロはすごい！」 
Y「インタビュアーさんは?」 
イ「うん……。全体のバランスじゃないかな。ページによって出来に差
があったりとか、雰囲気があってなかったりしたら、やっぱり雑誌っ
て言えなくなっちゃうと思う。」 (以下略) 
	 「スペシャル対談」を掲載したこのグループでは、こ
の単元が様々なことを学ぶ活動になったようだ。読者を
意識することが大切であること、計画性を持って締め切
りまでに仕上げることが重要であること、インタビュー
を生かすことがポイントになること、そしてそれらをチ
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ームワークで解決していくことの大切さなど。また、雑
誌表現ではレイアウトや色彩などビジュアル的な面で
の工夫が必要であることを痛感するコメントも数多く
見られた。反面、見た目を優先するあまり、肝心の記事
の文章に意識が向きにくかったという反省もあった。	 
	 本単元では雑誌製作の授業として九時間を費やした。
しかし、それでも時間が足りないという生徒が多かっ
た。結局放課後教室で残って製作することになったが、
締め切りの時間まで必死に完成させようと取り組む生
徒の姿が見られた。そして仕上がったときには晴れ晴れ
とした顔で授業者に雑誌を提出していた。そのような姿
からも、この雑誌の編集は、学習者には、とても負荷の
高い学習活動であったにもかかわらず、達成感と充実感
のある活動であったことがうかがえる。 
	 
4.3	 完成した編集作品から	 
	 
 
	 	 	 	 	 	 図６	 Ｓの製作した紙面 
 
	 	 	 	 	 	 図７	 K の製作した紙面 
 
	 Ｓは「至福のひととき」という切り口で、戦時中のさ
さやかな幸せをテーマに記事を構成している。（図６）	 
疎開児童の遊び、ごちそう、女学生のおしゃれなど、
暗い戦争時代を、いかに明るく生きていこうと思ってい
たかという、歴史上からは残りにくい部分について、イ
ンタビューなどから引き出し、書籍で調べた内容も組み
合わせて誌面を作り上げた。字のタッチやイラストも記
事の雰囲気とよく調和している。 
	 次の図７はＫが作成した誌面。キャラクターを登場さ
せ、戦時中の住まいの工夫について説明している。関連
するインタビューを織り込む形で引用している。 
	 誌面半分を使って写真を大きく配置したり、吹き出し
を工夫したりというデザイン的な工夫もみられる。 
	 
5.	 成果と課題	 
	 
	 本研究では、編集力についての分析、授業デザインに
ついての検討、そして授業実践から見えてきた学習者の
編集プロセスの考察と、三つの研究を進めていった。そ
れぞれの研究についての成果と課題を振り返りたい。	 
	 
5.1	 編集力の構造について	 
	 本研究では、文献研究やインタビュー調査などにより、
編集力の構造を「製作プロセス全体を俯瞰、吟味する編
集方針が中心となり、様々な編集技術を活用していく力
の総体である」として整理した。また、編集方針や編集
技術の諸要素を具体的に取り出して整理した。このこと
により、様々なメディアに共通して機能する編集力を対
象化して検討することが可能となった。 
	 
5.2	 編集力を高める授業デザインについて	 
	 編集力を高める授業開発の視点として、発信メディア
の吟味、編集テキストの検討、そして編集プロセスの分
析の三つの視点を取り上げた。また授業実践においては
編集方針の形成と編集技術の活用の二つのプロセスを
支援する授業デザインに留意することとした。このよう
な視点を持つことで、様々なメディアの編集を授業で取
り上げる際に、編集プロセスの全体像をとらえて指導や
評価をするための示唆を得ることができた。	 
	 
5.3	 学習者の編集プロセスについて	 
	 実践した授業を通して、学習者の編集プロセスの様々
な姿が捉えられた。それらの姿から、編集力を高める授
業の開発に寄与する示唆を得ることができた。	 
	 
5.3.1 編集方針の形成プロセスについて	 
	 本実践の編集プロセスにおいて、学習者はいくつか
の局面で困難に直面した。まず、はじめに学習者が直面
した困難は、雑誌メディアの特徴を生かしつつ、どのよ
うに「戦争」という重い話題を取り上げていくかという
難しさであった。これは編集においては発信メディアと
コンテンツには相性があるということを示唆している。	 
また、協働で雑誌を製作する際に、それぞれの学習者
が書きたい記事と、雑誌全体を束ねるテーマとをどう調
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和させるかという難しさにも向き合った。テーマを絞り
込みすぎると記事が集まらない。また各自の記事を優先
するとテーマが決まらない。この二つの間にジレンマが
生まれた。それを解決するために、前者では、記事に新
たな光を当てて解釈を生み出す切り口のあるテーマを
設定してジレンマを解消していった。また、後者ではと
りあえずテーマは棚上げして各自で記事を集めていき、
集まった記事を俯瞰していく中で徐々にテーマを絞り
込んでいくことで解決していく姿が見られた。	 
このようにして決まった編集方針も、その後、揺さぶ
りがかけられる。調査で思ったように情報が集まらなか
ったり、インタビューで予想外のコメントが返ってきた
りと、当初考えていた内容で雑誌を編集することができ
なくなったからだ。そのため、インタビューを行った後
で編集方針について再検討をすることが必要となった。
このように、編集技術を活用する過程の中で、編集方針
もまた変容を迫られていくものである。編集方針と編集
技術とは、得られたテキストとの対話によって、相互作
用的に高まっていくことが学習者の姿から見えてきた。	 
	 
5.3.2	 編集技術の活用プロセスについて	 
本単元の雑誌編集では、雑誌特有の編集技術を認識し
ていく段階と、理解した編集技術を活用していく段階と
の二つの段階によって進んでいった。	 
	 編集技術を理解するために有効だったのは、実際の雑
誌編集に携わる編集者を教室に招いたことである。編集
者からの助言を直接受けることで、学習者は、雑誌の作
り手の立場から雑誌をとらえ直す視線が生まれた。	 	 
	 また、雑誌を製作する際に、誌面のレイアウトサン
プルを参照したり、ラフレイアウトを描いたりすること
は、全体像をイメージしながら編集するために有効であ
った。構成ラフ、ラフレイアウトのツールの活用は、見
出し、図や写真の配置などの、全体の枠組みを考えてか
ら記事を書くように意識が進んでいく。その全体像の検
討を通して、コンテンツをどのよう切り取り、表現して
いくかという編集方針が反映されることになる。また、	 
雑誌のキャッチやリードなどを作成することは、読み手
に向けてどのような切り口で伝えていくかという意識
を喚起するために効果があった。	 
	 課題としては、ビジュアル的な面が重視されるメデ
ィアにおいて、それをどの程度国語科で担い、学習して
いくかということだ。写真や色彩、フォントなどのいわ
ゆるエディトリアルデザインは、文字や画像など様々な
メディアが融合していく表現となる。そのすべての表現
技術を国語科で担うためには、現状の国語科カリキュラ
ムでは十分に対応できていない。非連続的テキストを含
めた様々なメディア表現に対応するために、美術科など
の他教科との連携を図る手立てや、国語科の教科内容の
更新が必要なのではないかと考える。	 
	 	 
5.4	 研究の課題	 
	 本研究の課題は、学んだ編集力が、他メディアの編
集にどのように活用されていったか解明できていな
い点である。同一の学習者が、様々なメディアを対象
とする編集の学習に取り組んでいくなかで、編集力の
どの要素が、どの程度転移したのかなどを検証するこ
とが必要であった。その他、実践の量的な評価、検討
や、編集力の学習を国語科カリキュラム上にどのよう
に位置づけていくのかという課題も残されている。そ
れらの課題について今後も検討を続けていきたい。	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